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)(xf の増減は右の通り。 
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)(xfy  のグラフは右図の通り。 

1txt ≦≦ における最大値を考えると 

 

3t のとき 最大値は 0)2()3(  ff  

13  ≦t のとき )1()(  tftf であるから、最大値は )1( tf  

01  t のとき 最大値は 36)0( f  

20 t≦ のとき )1()(  tftf であるから 最大値は )(tf  

2t のとき 最大値は 0)3()2(  ff  

32 ≦t のとき )1()(  tftf であるから、最大値は )1( tf  

 

以上をまとめると 

 














)20()(

)01(36

)32,13()1(

)(

≦≦

≦≦

≦≦≦≦

ttf

t

tttf

tg  ……(答) 

 

)(tgs  グラフは右図の通り。 

)1(  tfs は、 )(tfs  を水平方向に 1 移動したものである。 
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